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ものと恩われる．

一般の脊椎とり症に比し術後比較的速かに発生して

いる点，術後早期の安鯵，ギプス固定等に関し慎重で

あると共に，更に一歩す、めて所謂脊権分離を作るこ

とのない骨形成的部分的椎弓切除術を推賞した．

（終りに臨み御懇篤な御教示と御佼閣を賜わった近藤

教授，並びに終始御指導戴いた桐田助教授に心から謝

意を表します．）
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〔特別掲 載〕

CLINICAL EXPERIENCES OF VARIOUS DERIATIVES OF 

PHENOTHIAZINE, ESPECIALLY OF CLINICAL EFFECTS 

AND ACCESSORY EFFECTS VARIOUS SYMPTOMS 

By 

TETSUICHI T AKIHARA, Hnosm FuJiw ARA and SmNzI lsAKA 

Second Surgcal Clinic, Faculty of Medicine, Tokushima University. 

As the authors applied since 1955 several derivatives of PMnothiazine to various 

clinical symptoms as a simple or cocktail-lytique, the results obtained about the 

effects and accessory e町ectswill be reported in this paper. The drugs u~＇.ecl were 
Chlorpromazine (Cp), Chlorpromazine-Sulphoxide (Pz-5) and Promethazine al1(l one 

dose of 25 to 50mg. was given to the patients for a long or short period according 

句 thesymptoms of the patients. 

To all the symptoms except pain, the single administration of these drugs 
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mentioned above was ver.¥・ effective, while to various pains the effect was not so 

great that the combined administration with sedativa was found to be advisable. 

The authors did not observe any severe accessory e百ects,except in cases CP 

was administrated in which temporary acute hypotonia and tachycardia and mild 

liver disturbance were observed. Since Ph白othiazinehas manysided pharmacological 

action, these drugs can be conveniently used for various clinical symptoms, only if 

these facts are fully understood. The advantages and disadvantages of these drugs 

are also discussed. 

まえがき

Phenothiazine系誘導体の一つであるChlorproma-

zine （以下Cpと略す）は自律神経遮断作用，抗ヒス

タミン作用p 局所麻酔作用並に鎮静・抗皇室製作用等の

末栴性及中枢性の抑制作用を有するが，之等の多角的

薬理作用を利用し，侵襲に伴う生体の過剰反応抑制を

目的として，各科領域における各種の臨床疾患．や諸種

の臨床症状に，単独で或はPromethazine及Opistan

による混合遮断剤として応用され，その効果に就ては

既に多数の臨床成績が報告されて来ている．然し乍ら

一方では Cpの単独或は混合遮断剤を含む強化麻酔の

応用に際して随伴する各種の副作用例えば急激なる血

圧低下（起立’協低血圧ー舷金・失神ー）， 大量投与時

における肝機能障害責痘の発現等に就て私達も屡々

報告し，その使用に際しては充分慎重でなければなら

ない事を述べて来たがp 諸家に依ってもこの点が強調

されている．之等の諸点に徴してP 当然誰しも Cpに

比べて副作用の少ない而も安定した薬剤jの出現を期待

するものであろう．

我々は3 昭和30年以来 Phenothiazine系の二P 三

の薬剤を単独或は混合遮断剤として外科的領域におけ

る適応例に種々応用して来たのであるが，今回は各種

臨床症状に対する臨床効果並に副作用について取組め

た成績についてのみ一応報告してみる事にしたい．

使用方法並びに薬剤

Cpは年令，適応疾患或は症状の軽重に応じてp 量

の増減を要したが，大多数に於て一回25～50mgを投

与した． 一日の最小使用量8～IOmg，最大使用量は

lOOmgであった．投与法は短期使用の場合は主とし

て筋肉内注射を用~，，長期投与の場合では経口投与或

は筋注とした．

叉ChlorpromazineSulphoxide (Pz引， Prome-

thazineも略Cpの投与法に準じて投与した．

臨床成績

I. Chloromazine(Cp）の臨床効果

1. 慈痛に対する効果

疹痛の効果判定基準として次の四段階を区別した．

著効掛：投与後股眠に移行し，覚醒迄疹痛を訴えな

かったもの．

有効＋＋：投与後睡眠するも疹痛の為覚醒するがp 他

の薬剤の使用を必要としなかったもの．

稽有効＋：催眠並無痛効果不充分でもCpの追加p

或は他の薬剤の通常使用量が少かったもの．

無効ー：：全く睡眠せず疹痛も不変であってP Cpの

追加或は他の薬剤の通常使用量或はそれ以上を必要と

したもの．

成績

我々は各種の原因によって起った疹痛に対して Cp

を単独に使用し或は他の鎮痛鎮鯵剤との併用によりか

なりの効果を得た．

X. Cpを症状発現に応じて短期或は長期連続して使

用した．短期使用群ではp 表1に示す如き成績で使用

表 1 疹痛に）＜＼］•する幼果t Cp J 短期使用例

古語｝「聴き：？｜梯｜件 I＋卜｜計
単 ｜術後疹痛1川 sI 6 1 3 / 2s 
腹部臓器生 I I I 5 I 2 I 10 

独｜局所町内｜ I 1 I 1 I 2 
｜その他 I 2 I i I I I 3 

小 計｜としとl-2:16 140
34〔85?o) ll 15劣）i 

併｜術後疹痛 r－－；－戸下了，－~－－rg
l腹部臓器性｜ 3 I I I i t 4 

到土土｜ I l_l_J I 1 ・ 2 ｜｜｜｜  

I 5 I 2 : 2 I 6 I 15 
小計｜～ー」ー~~ i - I 

I 9 (60"o) IC40%) 

総 計 J 20 J 9 い41~円J
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表2 疹痛に対する効果 ICpJ 長期連続使用例

氏名｜削除外病 名｜ 同 的

小 O 女 j20 関節ロイマチス 関 節

，， // II ，， II 

II II ，， II I/ 

笠 O 男 38' 肺 結 核 季肋部緊張性疹痛

多 O 女 30 右足際部挫創 切断部創痛

盛 男 23 右指骨骨折 骨折部疹痛

前 O 男 46 特発性脱症 冷 J番i 疹

総数55例中，単独使用40例，併用例15例である．

単独使用例では l例に25mg，経口投与を行った以

外の39例は， l回25～50mg筋注によったものである．

40例中著効15例，有効7例p 梢有効12例p 無効6例で

あった．就中術後疹痛に対しては25例中p 著効11例，

有効5例，梢有効6例，無効3例であった．腹部内臓

反射性疹痛に対しては，10例中著効2例p 有効1例P

稀有効5例，無効2例であった．長期連続投与したも

のは，多発｜生関節ロイマチス，特発性脱痘，肺結核術

後の胸痛，右指骨々折及右下以切断各1例でいづれも持

続性の疹痛を訴えていたもので表2の如く＇1日37.5～

JOO mgを6～10日間に亘って，筋注或は経口投与した

痛

使J百量 （rr邑） ｜ 方 法効果｜副作用

1日ル州経口 6日間梢有幼Iii似しロ渇
1日 50m邑 筋注6日間 梢有効 陸 気

l日 75mg 経口 7日間 梢有効

1日 50mg 経口 9日間 有効l陸 戸三副

1日 37.5mg 筋注6日間 無 効

1日 37.5mg 経口10日間 無 効

l日 75mg 経口 7日間 檎有効｜｜減舷色尿口渇p

表3 不眠に対する効果（Cp)

時下芝町例数｜僻～＊ I+ I -
術 後 11 9 I 1 

疹 痛 5 3 。 2 

悪 1［；、 4 3 。
不快感 1 1 。 。
不安感 1 。 。
尿意頻数 1 。 。
不 明 2 2 。 。

25 20 4 
言十

(84.0%) (16.0%) 

ものでp 有効l例p 梢有効4例p 無効2例であった． 1回筋注或は内服により効果があったが37.5mg，及び

次に鎮痛剤の強化作用を目的としてP Cpを併用した 75mgでも無効のものが夫々一例あった．又無効4例

疹痛例15例についてその成績をのべると， 15例中9例 の内2例は疹痛を訴えていたものでp かかる例に於て

に著効～梢有効を認めた．術後疹痛に対し無効例が多 は，他鎮痛剤又は鎮静剤との併用が必要と恩われる．

かったのはビラピタールを用いたものであってP 疹1高 3. 悪心p P]lI吐に対する効果

の程度p 鎮痛剤の種類にもよるがp オピアト，オピス Cpの中枢性唱吐抑制作用は臨床的に特に好んで応

7ン等の麻薬を使用したものではp 殆どの例に有効で 用されその効果についてはp 各科領域に亘って既に多

あった． 数報告されている所である．

2. 不眠に対する効果 表4の如く，我々は各種の原因によって起った悪

不眠は患者にとって少からず訴えられる不快な症状 心p %！吐にCpを使用して好成績を得た．総使用例数

の一つである. Cp ゆ中枢神経系に対してp 鎮痛p 鎮 は71例でl図 8～SOmg筋注したもの65伺ti, l回 12.5

静的に作用し叉催眠作用を有すると云われ，睡眠療法 ～50mg経口投与によったもの6例である．

の一方法として精神科領域に於ては大量投与療法が行 効果判定基準は次の如くした．

われている所である．通常パルピタール剤との併用に 著効 ：恒吐，惑心のとまったもの． （単独で起った

よるのが最も効果的であると云われているが Cpの単 ときは，夫々とまった時）

独使用に於ても充分な効果を期待出来る．我々は外科 有効：慌吐とまるも悪心時々起るもの．

的疾，管における原因別症状，例えば術［ん 疹痛，悪心 情有効：P!l吐とまりp 悪心のみ残るもの．

9 不快感， 不安感，尿意頻数等により不眠を主訴とし 無効．

た25例に応用して表3の如き成績を得た．有効率U:, 術後の合併症として，悪心嘱吐を来したもの恒例中

840,oでこの内4例はフェノパノしピタール剤及イ ノミタ 著効20例，有効8例，梢有効4例， 無効2例であっ

ール等を併用して著効のあったものである．殆ど25mg た．又各種化学療法剤或はその他の薬剤jによる治療中



た以外はすべて 12.5～25mgの筋注を行った．之等

28例の成績をみると有効16例，無効12例であった． 次

に気管支造影p 気管支鋭，或は肺機能の各検査時に

Cpを使用した症例群（20例）と Cpを使用しなかっ

た症例群（17例〕とについて発熱の有無を比絞すると

表 6に示す通りで20例中11例 （55%）に発熱抑制効果

があったのを認めた.Cp非使用例では 17例中15例

(89.2%）に発熱をみた．

第 l号第27巻日本外科宝函

悪心曜日土に対する効果（原因別分類） (Cp) 

函「~I主竺凶件 ｜＋ ｜ー
術後合併症 I34 1 20 戸~~

I ~ I ~. 
tj: 
に
I ~ I 

~ 
tJ 

(Cp) 発熱抑制効果（2)

I Cp使用
の有無

表6

ザ；；二二I ~ I 2 I ~ I 
アザン｜ I I 
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表4

薬
剤
投
与
に
よ
る
も
の

例因

気管支造影

有

7 

8 

5 

有

無

原熱発

2 

勾

f

唱

A

q

L

’A

8

2

4

1

1

1

1

1

1

 

胃腸‘性

胃酸過多

肝障害

外傷後

輸血後

X 線宿酔

不明

気管支造影後

肺機能検査後

そ

の

。
。。無

気管支鏡検査他

3 

2 

7 

0 

5 

7 

有

無

有

無

肺機能検査

139119同7
に副作用として発現したものでは， 17例中著効6例，

有効7例P 無効、4例であった．その他の原因によるも

のは表4の如し気管支造影後に起った頑固な悪心唱

吐に対する無効例を除く他全例に著効乃至梢有効の効

果を認めた．

71 ふ
1
4
雪

aH
合

0 

3 
3 

2 

肺機能検査

＋気管支造影

~ 

4. 発熱に対する抑制効果

気管支造影p 気管支鏡検査p 肺機能検査p その他輸

血反応として起った発熱，薬液注射後の発熱等に対し

てCpを使用した際の発熱抑制効果は表5の如くでl

例に37.5mg経口投与を，他の l例に75mg筋注を行つ
20 

17 

5. 呼吸器系症状に対する効果

我々は咳鍬p R喜霊長の軽減及び換気量の増加を目的と

してCpを使用 した．感染性気管支拡張症p 肺駿痘，.

肺結核患者計14伊nこCpを比後的長期に投与したもの
でp l日25～50mgを8～30日関連用し総量は200～

1475mgで平均675mg使用した． 表 7に示す如く湿性

ラ音ーを芸者明に聴取していた2例は技与後1週間にして

湿性ラ沓の消失を認めた．肺活量についてみると 2例

に 1300及 IOOOccの増加を認めた．略霊長量；についてみ

ると気管支拡張症の2例は略疫量の著明な減少を示し

Cp非使用例

也竺匝~~竺竺
¥20¥11¥  019 

L一一三一＿：＿I二一

：γ：ト÷ド！？ド

9 

12 

。

発熱抑制効果（1)

1 

28 

表5

血

気管支造影
肺機能
気管支筑後

輸

ふ
l
a
p崎
詞
日F
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表 7 肺疾患に対する Cpの長期使用例

症

｜：｜性

略~量 赤沈値（平均）
病 名

術 1日mg｜総量mg 前｜後例 前→後 増減量

福 O 34 合 感染性気管支拡張症 前 37.5 675 GOL→ム +1300 30 3 6.5 43 

藤 O 21 合 II II 目U 50 900 00ム→ム +rooo 25 10 1.8 2.3 

謙 O 28 ♀ 肺 壊 痘 後 50 1475 トト→トト 39 4.8 ¥ 

高 O 20 合 肺 内 異 物 後 50 475 不 変 38.5 4 

岡 O 54 合 肺 壌 痘 ム目ムI] 37.5 700 トト→トトト -800 50 80 71 87.5 

木 O 48 合 肺 結 核 後 25 425 不 変 -20 不変 26 10 

太 O 28 合 II 後 37.5 475 不 変 。不変 10.5 2.8 
高 O 32 合 ，， 後 37.5 475 不 変 +300 不変 4 3 

豊 O 26 合 II 後 37.5 475 不 変 +300 不変 8.5 I 

可 0 23 合 // 後 37.5 775 不 変 +roo 不変 23.3 3 

宮 O 32 会 ’J 後 25 475 不 変 。不変 2.8 3 
板。 28 合 II 50 450 不 変 +zoo 不変 46 40 

楠 35 合 // 25 200 不 変 +250 25 I 2 12.5 14 

吉 O 30 合 II 37.5 875 不 変 十300 不変 22.5 10.3 

表 8 基礎代謝に対する 効果 （Cp)

症例｜；｜；｜病 名 Ii1~品五ミ I ~ ~始LニJ果 l 副 作 用
石 O i 2s I早 ｜パセド一氏病｜径口120 ig I + 15.21 % I / I + 6.o 1有効｜ （一） 

小 0 J 20 ！♀｜関節ロイマチス｜径号12.5釦gI+ 1 

宮 0 1341らI函 結 核｜径口 350釦邑ト仰%戸石玄「ア戸玄，－＊豪＝言一

養 O iバE弔；；；~~62.Srng I＋日.89%I+ 11.57% I+ 27.21% I有効時
た．しかし病巣悪化を来した肺壊痘症例ではむしろ増

加している．即ち初めから理主疾量の多かった4例中病

巣悪化を来した1例を除く他の例は明かに減少を認

め，聖書疾量の初めから少ない例では認めなかった．

6. 其の他の臨床症状に対する効果

・c・Cpは脳皮質と筒脳との間を遮断する作用を有し，

ために熟産生を抑制し，代謝作用は低下すると云われ

ている．表8の如く 4例について 1日50～75rngを長

期に経口的に使用して全例に代謝率低下を認めた．叉

前述せる如く， Cpには血圧降下作用が認められるこ

とから比較的高血圧を有する 3例についてCpを表9

の如く応用した．1日25～75mgを筋注乃至経口的に

使用することにより血圧下降する事を得た．其の他，

悪寒p 胸内苦闘p 三事麻疹，尿意頻数，食道狭窄等の臨

床症状についての成績は表9の如くかなり有効であっ

アご．

3 

5 

1 

6 

1 

1 

3 

4 

。
1 

5 

。
。

。 。
。 1 

。
。 。
。 。
。 1 。 。
。 。
。
。 1 



第 1号

日｜件｜＋ト I~十

: I : ~： : I ~ I ~ I ~ I ~ I 1~ 
計 I2 ~I 6 I 2 I is 

1+11+1+1~ 
：~ I : I ~ I ~ I : I 2~ -

55例

第27巻日本外科宝函

14例

3) 

主訴：疹痛，不穏状態，呼吸困難p l!g疾略出関難，

P!I吐

昭和32年 8月22日，汽車と衝突 して上記重篤な症状

で入院した．直ちに脳症状，呼吸困難等に対してPz・5

療法を試みた． 一時的にでも安静となる迄には最初

Pz司5,50～75mgラポナール 0.125～0.375g，オピスタ

ン35～70mgを要したが，4病日目にPz-5及 Cpの使

用で効果を示しP 而も有効時聞の延長を認めた. 5病

日目より Pz・5を中止しCpを使用 したがPz-5よりも

更に減量或は Cp単独で有効であった．特に脳圧充進

に伴う頭痛に対しては Cp単独の方が Pz-5単独より

もその鋲痛効果が強い様で，よく睡眠を続けた．

ll. Chlorpromazine -Sulphoxide (Pz-5）の臨

床効果

Cpの不快なる副作用として時に著明な血圧下降や

賞痘等があげられるが， Pz-5はその副作用を除くた

めに作られたものであることは，前に紹介した所であ

る． Pz-5の臨床報告については未だ甚だ少なしそ

の効果についてもまちまちである．我々の経験した臨

床症状に対する効果について，少数例ではあるがその

成績について述べる．

Pz・5の使用法は Cpに準じて行い普通25～50mg

を投与した．又効果の判定についても Cpの場合と同

様である．先づ短期間使用総数55例についての観察成

績を述べる．疹痛に使用したものは22伊jでPz-5単独

で使用したもの15例中，著効2例，有効5例，梢有効

6例で無効は2例であった．表10(1），他の薬剤との併

用例では7例であるが， 著効3例，檎有効2例，無効

2例であった．悪心， E医吐に対しては表1012）の如し

14例中，著効12例，有効1例，無効1例であった．其

の他各種臨床症状に対する効果は表10(3）に示す如く

で，吃逆に対する無効2例はいづれも肺切除術後に起

った強度の横隔膜反射によるもので，Cp或は他の薬

剤jを追加して治癒に至ったものである．

長期に使用したものは2例で，それらについて述べ

ると表11,12の如くである．

第1例原 0 61才女

病名：；左大腿部血管内被細胞腫兼左鼠援部深部リン

ノ号腺転移

主訴 ：左大腿都疹痛，下腹部痛及左大腿部腫癒

昭和22年頃左大腿外側に腫癒を生じたがp 昭和30年

6月頃より急に増大した．当時疹痛その他の自覚症状

は訴えなかったがp昭和32年5月頃より神経痛様疹痛が

閑歓的に起るようになった為当科に入院した． 入院後

初期では各種の鋲始到lの普通使用量及 Pz-5の併用で

効を奏して居たが漸次腫疫の増大圧迫による持続性疹

痛及疹痛の増強によって主として Pz・525mgとオピ

アト6mg併用を行h 最初鎮痛剤の減量及作用時間の

延長の目的を達したが漸次無効例が多くなったゐ， 増

量を行うと共に後半 Cp使用をも試みた．此の症例に

於いては Pz-525mg単独乃至併用では効果を期待す

るには不充分と思われた.Cpでも後半・疹痛甚だしか

ったが，一時的には効果があり，併用 した場合でも，

より有効のように思われた．

第2例村 0 35才男

病名：頭蓋底骨’折p 右肋骨骨折兼外傷性気胸
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診断：左大腿部血管内被細胞腫

計

「回数）

4 2 

24: 

1 

7 

1 

2 

＋ * 
2 

15 

0 61才♀症例原11 表

* 
名ロ

ロロ薬用使

Pz -5 (25mg）のみ

2 25 mg 

50 mg 
6 mg +Pz-5 オピアト

25 mg 

50 mg 
8 mg +Pz-5 オピアト

25 mg 

50 mg 2 
オピアト IOmg+PZ-5 

ピラヒ．タール

アミピロ

プスコノfン

Pz-5(25mg）と

他薬剤との併用例

Cp 25mgのみ

Cp 50mgのみ

オピアト 8mg+Cp 25mg 

オピアトIOmg + Cp 25mg 

。。噌
i
q
L
a
a
τ

3 R
U
噌

A

噌

A
n
r
u

2 

診断：脳底骨折p 右肋骨々折兼外傷性気胸

｜ オピスタン ｜ 

合
一
才
一
ぉ
一
句。一
村

ナ
｜

例
一
症
一

12 表

フェノパール

第 l 病日 50mg 125～375mg 35mg 14mg lOOmg 

第 2 病日 25～75 75～250 35～70 

第 3 病日 25～50 75～150 17.5～70 

第 4 病日 25～50 25mg 75 17.5 

第 5 病日 25 75 17.5～35 

第 6 病日 25 

第 7 病日 25 

以 降 25 

オピアトラボナールPz-5 経過政」竺竺l

しては，催眠，頭痛，倦怠感を訴えた外には特記すべ

きものは認められなかった.Prom.'.thazineの臨床効

果に関しては今後の経験を待ちたい．

N l!J f乍用
A. C'pの副作用について

1) 循環器系の副作用（表13)

Cpが血圧降下作用を有することからP 高血圧症等

の治療に応用して，好成績をあげたとの報告も多数あ

るが，反面血圧降ー下bおそれを目的として使用しない

場合lむ 不快な副作用でもある．我々の臨床実験に於

ける Cp単主主投与した28例についてみると，上昇或は

不変2例， 5111111水銀位以内降下2例， IOmm水銀位

以内降下7例， 20mm水銀位以内降下10例並20mm水

Ill Promethazineの臨床効果

観察した患者は，気管支鴨息3例， 毒事麻疹2例，特

発性脱痘2例，難、冶性潰蕩及術後疹痛例5例言十12例で

ある．使用方法は主として25mg筋肉内注射を行った．

未だ症例が少くその効果に就て述べるには至つてない

が，我々の経験した範囲内では，気管支鴨息の咳激発

作抑制作用を全例に認め，抗鴨息、剤の投与量の減少叉

は程度の発作時では本剤のみで呼吸困難の？向転Eと数時

間の睡眠をとることが出来た．五五麻疹については他の

抗ヒスタミン剤に比してより効果的な感じをうけてい

る．特要旨性脱症についてはp 余り効果は期待出来なか

った．術後疹痛に対する本剤の強化作用はp 他の府、浮

動jの使用量を減じ無痛効果も充分得られた．副作用と
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口喝を訴えたものが最も多（， 39例であった．長期

投与時に口喝を訴えたものが2例あったが，これは初

期に於て甚だしし漸次消失した．経口並非経口的に

よる投与方法には関係、はない．その他食欲不振5例p

胸やけ2例を認めた．

4) 中枢神経系にみられる副作用

陵気を催し或は睡眠に移行したもの92例，頭重感を

訴えたものJO例及舷念を訴えたもの4例であった．

その他表の如く脱力感，発汗，尿閉，尿量減少及び

尿失禁等がみられた （表15).

B. Pz-5の菌lj作用に就て

我々が使用した Pz-5投与後の副作用は甚だ少いも

のであった．使用総数57例中記載のあったものについ

てあげるとロ喝を訴えたもの4例，催眠傾向のあった

もの23例，鼻閉感p 全身倦怠感，悪心E直吐p 頭重感及

び不快感各l例であった．

Cp長期投与による血疾増加p 発生症例

425mg 

川
情

川
甘

＋＋ 

＋ 

＋＋ 

＋ 

＋ 

1475mg 

475mg 

900mg 

CP投与量

1日量｜総

25～50 
mg 

25～50 
ロ1g

37.Smg 

25mg 

肺壊痘

姉内異物

肺壌痘

肺結核

名病て｜；｜
mm
♀
初
合
臼
合
川
知
念

表14

1.鎌O

2.高O

3.岡O

4.木O

言十

鼻 閉 感 6伊j

循
著（起明立な性血低圧血降圧下） 

4 
(2例）

環 結膜充 血 2 

胸 内 苦 間 2 
18例

器
,i:,、 惨 八」 進 2 

系 顔 面 紅 潮 1 

顔面 蒼 自 1 

呼 血疾（長irg期出投乃与至）増加 4 

吸
胸部圧迫感 2 

8 
器
呼吸 困 難 1 

系
irg疾曙出困難 1 

Cpの臨床使用時の副作用（228例中191例）

｜例数｜副作用種類

系1:欲ゃ不 : i : I 
~fl1 ~（~： 1－~－ 1 ---

46 

106 

13 

p
n
v
a
A宅
内

4

噌

i

脱 カ感

発汗

尿閉及尿量減少

尿失禁

の

他

そ

表15

Cpがその広汎な薬型作用によって中枢性並末梢性

の各種臨床症状に対して応用されている事は今夏云う

までもない．我々は外科領域に於ける各種臨床症状に

対してP Cp, Pz-5及 Promethazineを使用してかな

数

l
 
伊
丹

J
a
u
τ

’i

’i

’A

・i

・ー

の
L

32 

例

Pz-5の副作用

副作型＿1
催眠傾向

口渇

M. 閉

全 身倦怠

悪心曜吐

頭霊感

不快感

めとま

計

（記載明瞭なものにまtて集計した）

銀佐以上下降したものが7例あった．経口，非経口と

の区別による差は余りみられなかった．臨床症状に使

用したものの中ではp 発熱抑制の目的で，気管支遺影

後並肺機能検査終了後Cp25mg投与した2例じ起

立性低血圧がみられた．叉他の2例は術後恋心p 日直吐

に対して使用した際に，著明な血圧降ー下が認められた

ものである．その他表13に示した如く尻t閉感，胸内苦

悶並心像充進等がみられた．

2) 呼吸器系の副作用

表14の如く長期投与した肺疾患，患者に於て，Cp投与

前既に血療を略出していた3例は Cp投与後，何れも

血疾回数及量の僧加を来した．

呼吸数は一般に減少しP 1回の呼吸量が大きくなる

ようであるが，そのために却って呼吸困難を来した例

は殆んどない．唯表中の1例は疹痛を訴えた例に使用

した際認められたものである．

3) 消化器系の副作用
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り効果のある成績を得た．

各種原因による疹痛に対しては単独に使用しても 1

回25～50mgの使用震で40例中34例に程度の差はある

が効果を認めた．→般に外科患者について最も愁訴と

なるものは術後の疹痛である．手術侵襲の影響に加う

るに疹痛による苦痛が伴うことは精神的な疲労をも助

長するのみで徒らに熱代謝の消耗を来して創傷治癒に

大きな障害となるものである.J:!Pち疹痛を除去するた

めには，中枢及末梢に対して広汎且著明な薬理作用を

有する Cpの使用は甚だ便利である．我々は術後疹痛

を訴えた患者25例にCp単独で25～50mgを投与した

所，前に述べた如く22例に有効であったことを認め

た．又長期投与せる 5例はいづれも持続性の疹痛を訴

えたものであるが，その中骨折及下肢切断後の2例は

かなりの激痛を訴えていたもので Cpのみでは無理で

あった．

次に Cpが鎮痛剤或は鋲節剤と併用することによ

り鎮痛作用を強化することは既に知られている事実

もその作用により速効且有効時間の延長がみられ，

一方鎮痛剤の使用量の減少が認められている．我々が

使用した症例は胃波疹，癌性疹痛，肺疾患の術後等で

比骸的激痛を訴え麻薬使用の必要があったと思われる

15例の使用例中オピアト6～10π邑を使用したもの4例・

中3例，オピスタン 35m邑では3例中全例， ピラピタ

ール150m邑では6例中2例並にフェノパール100πgI 

例に程度の差はあったが有効であった．即ちこの成績

からみても或程度 Cpの作用目的に叶ったものと考え

られる．

次に Cpの中枢神経に対する鎮静作用は，疹痛に対

しては鎮痛剤の目的を果す傍ら，疹痛，唖吐或は不快

感等により起った不眠に対しても甚だ効果的であるこ

とは，多数の報告者により明かにされている所であ

る．特に手術後の不眠はp 創痛或は不安感等による事

が多く，原因症状の軽重の程度により睡眠も深度並時

間に影響する．一般に睡眠に干名行するまでに30分～1

時聞を要し， 6～10時間の睡眠時聞が得られると云わ

れているが，他｜盛眠剤との併用では，その作用よりし

て一層の効果を期待出来る 忠心p 唱吐も亦各種疾底、

及術後合併症として不快な症状の一つであり，之がた

めに食欲不振，栄養障害の一因ともなり，化学療法そ

の他の特殊な治療に当り，その治療の中止を余i五なく

される等p 自他ともに軽視出来ない症状である．惑

心， n匝吐に対しては現在まで著効を顕わす薬剤がなか

ったため，著しい湘l吐作用を有する Cpの応用はp 茜

だその効果が期待され得るものである. Cpの制吐作

用は中枢性であると云われているが，末檎性の悪心，

U毘吐に対しては，その制吐作用にはl肖ー致した見解が
ない．

71例について効果を原因別にみると，術後に併発し

た悪心，日医吐34例中では著効を示したものが多く，小

児で外鼠径ヘルニア根治手術後，頻固に起った唱吐は

Cp 8mg l図筋注にて著効を奏し，その他の有効例も1

回25～50mg投与により症状の消槌をみたものである．

ナイトロミン，ザルコマイシン，オーレオマイシン及

オピアト等の抗癌療法剤，化学療法剤及び麻薬等によ

る恋心p E区吐ではナイトロミン使用8例中4例に無効

がみられたことは， Cpの量的な問題も関連している

ものと考えられる．

胃腸民意、によると思われたもの8例では，殆どに著

効がみられたが，この場合の効果は Cpが胃腸に対し

て抗症霊祭的に作用する一因子も’加わった為と，思われ

る．その他主なものとして肝障害に因るもの4例中2

例は血清肝炎であったが全例持有効であった．

次に発熱抑制の目的で，気管変造影，気管支鏡検

査， I市右豊能検査，輸血及薬液注射後等の発熱に対して

使用したが，有効例は57.1% (281li~中16例）を示した

に過ぎなかった． 又気管支造影，気管支鏡及肺機能の

各種検査時の発熱抑制効果をみるとp Cp使用例は55

% (20例中II例）に発熱抑制効果を認めた．我々の症

例ではp 発熱抑制作用法著明でなかった．

14例の胸部疾患患者に Cpを長期投与した場合につ

いてみると理学的所見で改善をみたもの2例もいづ

れも湿性ラ音を認めなくなり，同時に夫々1300, 1000 

ccの肺活量の増加がみられた．‘又3例に昭事疾の著明な

減少があり，略疾量の初めから少なかった例では不変

であった．このように昭疫量が減少しp ラ音を聴取し

なくなったのは，自律神経遮断作用による気管支隆の

拡張，気管支平滑筋の鎖盤作用及び分泌機能を抑制す

る結果ではなかろうかと考えられる．

其の他，比較的高血圧を有する患者3例及パセドウ

氏病に於ける物質代謝元進等について，血圧降下作用

及代謝作用の抑制を目的として投与し，夫々有効な成

績を示した．

次に薬理作用が比較的安定しており而も Cpに比較

して副作用が少いと云われている Pz-5の臨床成績に

ついては，少数例であるため Cpの臨床効果と直ちに

比政することは困難であるがp 我々が得た範閣内の成

績について述べることにする．
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Pz-5の使用法及び対象とした臨床症状はp Cpに準 であったp血疫を認めた肺疾患J 特に術後或は肺壊

じて居払叉効果の判定も同様にした． 痘の如きすでに局部病巣の出血し易い状態にあるもの

各種疹痛に対する Pz・5の効恥をみると，単独で術 t では Cp1；；与によって末檎血管のが破並に血液凝固時

後疹痛に使用したものでは12例中IO例に箸効乃至梢有 間の延長等の作用の為，出血傾向が昂められるからで

効を示したがp これを Cpの単独使用例と比較すると あると恩われる．この事は Cp長期投与中p 皮満創面

効果の程度に若干差がみられる織である．即ち Cpで よりの出血傾向のあることからも推察される．

は著効乃至有効を示したものが多く， Pz-5では著効 Cpの長期投与或は大量投与によって起る肝障害に

を示すものが少い様である． ついては多数の報告があるが，我々は臨床的に短期或

他の麻簿薬との併用例ではいづれも使用例数が少な は長期に投与した例に於ては認められなかったが，Cp

いため，成績がまちまちである．以上の成績よりし 1日75mgIO日間投与した17例の各種の愁訴のある肺

て，適当な鎮痛効果を得るためにはp Pz-5の有効量 結核患者について肝機能検査を行った所3 投与前に比

はCpよりも多くの量を必要とすると思われる. Pz-5 して＇ 17例中4例に軽度の肝機能障害の発生を認め

による幅吐抑制作用は甚だ有効であって14例中13例に た．長期或は大量投与に際、しては，種々の副作用とと

著効乃至有効を示し， Cpの場合と殆んど変りはない． もに注意すべきである．

その他の臨床効果については満足すべき効果を得て

いるが，頑固な吃逆に対して Pz-5を使用して無効だ
むすび

った2例中， l例は Cpによって消縫せしめ得たもの 我々 は， Phenothizine系の2～3薬剤を外科領域に

である． おける各種臨床症状に使用した成績並に副作用に就

次に Cpの利用範聞が広く且作用が著明なる為，種 て， 取教えず鍾めてみた．今回は，一応概略的な事を

々なる副作用もあげられている．以下注意しなければ 述べるに止め度い．一般的には， Cp及Pz-5の臨床効

ならない副作用について述べる．先づ循環器系に現わ 果はp 両者略々類似して居払 Pz・5もCpの適応と見

れる急性血圧降下である．我々は強化麻酔時Mi投与 倣される種々の臨床症状に著明なる副作用を見る事な

後短時間内に著明なる血圧降下を呈したもの2例，臨 く使用されるものと思うがp 我々の経験では， Pz-5は

床症状に対して使用した際に於て4例を経験した.1 Cpとの同一量に於てはp 強化或遮断作用はp より緩

例では投与後約6時間を紐晶した頃に起ったものも やかも例えば催眠作用では，その程度に於てPz-5の

失神に至り，著明な起立性低血圧を起したものであ 方が進；；為lご弱い成績が得られて居り，号｜いては，鎮痛

る．以上の症例はすべて非経口投与によったものであ 効果も梢劣っている様に忠われる．然し， Cp使用時

るがp 経口投与によっても血圧降下は見られることよ に現われたやうな血圧降下例は全く見られていない．

りして， Cp投与時には， この点に特に慎重であらね 従って.Pz・5U:，精神科方面や高血圧症例に対しては，

ばならない．又血圧降下は投与後5～50分に最低値を Cpよりその適応範囲が狭ばめられるものであろう．尚，

示すものが多いがp 本例の如く 6時間を紐昼して起る Cp及 Pz・5の量的問題及 Promethazineの臨床効果

こともあり得るのも投与後の急激な体位変換にも注 に就てはp 症例を増して更に検討を続け度いと思って

意を要すると思われる． いる．

Pz・5の使用に際しては著明な血圧降下はみ られな （摘筆に当り，御校閣の労を賜った恩師高橋教授に厚

かったが3 我々が行った臨床実験では50mg投与した く御礼申しあげます．尚本論文の要旨は3 第48島第

16例中P 14例 （87.5%）に20mm水銀位以内の種々の 50回徳島医学会（昭和30年9月， 12月，j，第5回四国

血圧降下をみた． 臨床外科医会（昭和30年10月），第31回日本結核病学

この点 Cpと比較してより安定性を有するものと考 会総会 （昭和31年5月〉，第31田中国・四国外科学会

えられる． （昭和31年7月九第9回四国医学会（昭和31年JO月）

Cpの呼吸務系の副作用としては血疾の榊加或は血 において発表した．〉

E尾崎喜出を来したもの4例と呼吸困燥を来したもの1例 文献省略


